
奈
良
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
当
該
申
請
に
際
し
添
付
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
、
こ
の
告
示

の
日
か
ら
三
週
間
奈
良
県
く
ら
し
創
造
部
景
観
・
環
境
局
環
境
政
策
課
（
奈
良
市
登
大
路
町
三
〇
番
地

）
及
び
大
淀
町
建
設
環
境
部
環
境
整
備
課
（
吉
野
郡
大
淀
町
大
字
桧
垣
本
二
〇
九
〇
番
地
）
に
お
い
て

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
二
月
二
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

申
請
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
所
在
地

株
式
会
社
山
食

代
表
取
締
役
社
長

山
口

敦
史

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
馬
佐
八
一
七
番
地

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
山
食

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
馬
佐
八
一
七
番
地

三

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
十
七
号
に
掲
げ

る
豆
腐
又
は
煮
豆
の
製
造
業
の
用
に
供
す
る
湯
煮
施
設

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

１

特
定
施
設
の
使
用
の
方
法
を
別
表
第
一
の
と
お
り
変
更
す
る
。

２

汚
水
等
の
処
理
方
法
を
別
表
第
二
の
と
お
り
変
更
す
る
。

３

用
水
及
び
排
水
の
系
統
に
つ
い
て
、
排
水
口
を
一
箇
所
か
ら
二
箇
所
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う

排
出
水
の
汚
濁
状
態
及
び
量
を
別
表
第
三
の
と
お
り
変
更
す
る
。

別
表
第
一

変
更
前

変
更
後

施
設
名

項
目

通
常

最
大

通
常

最
大



湯
煮
施
設
（
一
）

特
定
施
設
の
一
日
当

五
時
間

十
七
時
間

た
り
の
使
用
時
間

湯
煮
施
設
（
二
）

九
時
間

十
七
時
間

湯
煮
施
設
（
三
）
、

八
時
間

十
七
時
間

（
四
）
及
び
（
五

）湯
煮
施
設
（
七
）
、

十
時
間

十
七
時
間

（
八
）
、
（
十
）

及
び
（
十
一
）

湯
煮
施
設
（
三
）
、
特
定
施
設
の
使
用
に

あ
り

な
し

（
四
）
、
（
五
）

お
け
る
季
節
変
動

及
び
（
七
）

湯
煮
施
設
（
一
）
、

生
物
化
学
的

一
〇
、
〇

一
二
、
〇

八
、
〇
〇

一
〇
、
〇

（
二
）
、
（
三
）
、
の
値

酸
素
要
求
量

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇

（
四
）
及
び
（
五

等
の

（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

）

水
大

（
単
位

㎎

汚
最

／
ç
）

る
び

れ
及

化
学
的
酸
素

七
、
八
〇

九
、
三
〇

七
、
〇
〇

八
、
〇
〇

さ
値

要
求
量
（
Ｃ

〇

〇

〇

〇

出
の

Ｏ
Ｄ
）
（
単

排
常

位

㎎
／
ç

ら
通

）

か
の

設
態

浮
遊
物
質
量

二
、
二
〇

二
、
七
〇

二
、
二
〇

二
、
五
〇



施
状

（
Ｓ
Ｓ
）
（

〇

〇

〇

〇

定
染

単
位

㎎
／

特
汚

ç
）

湯
煮
施
設
（
一
）

特
定
施
設
か
ら
排
出

三
・
六

四
・
三

一
五
・
六

一
八
・
三

さ
れ
る
汚
水
等
の
一

日
当
た
り
の
通
常
の

量
及
び
最
大
の
量
（

湯
煮
施
設
（
三
）
、
単
位

㎥
）

二
〇
・
二

二
二
・
五

四
六
・
八

五
四
・
九

（
四
）
及
び
（
五

）湯
煮
施
設
（
七
）

七
・
五

八
・
二

一
五
・
六

一
八
・
三

湯
煮
施
設
（
八
）

一
五
・
二

一
八
・
三

一
五
・
六

一
八
・
三

湯
煮
施
設
（
十
）

二
七
・
〇

三
一
・
〇

三
一
・
二

三
六
・
六

及
び
（
十
一
）

別
表
第
二

変

更

前

変

更

後

項

目

処
理
前

処
理
後

処
理
前

処
理
後

通
常

最
大

通
常

最
大

通
常

最
大

通
常

最
大

汚
水
等

水
素
イ
オ

Ａ
施
設

五
・

五
・

六
・

六
・

四
・

四
・

六
・

六
・

の
処
理

ン
濃
度
（

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

施
設
に

水
素
指
数

六
・

六
・

七
・

七
・

五
・

五
・

七
・

七
・



よ
る
処

）

二

二

五

五

〇

〇

五

五

理
前
及

び
処
理

Ｂ
施
設

五
・

五
・

六
・

六
・

四
・

四
・

六
・

六
・

後
の
汚

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

五
～

水
等
の

六
・

六
・

七
・

七
・

五
・

五
・

七
・

七
・

汚
染
状

二

二

五

五

〇

〇

五

五

態
の
通

常
の
値

生
物
化
学

Ａ
施
設

一
、

一
、

三
〇

五
〇

一
、

一
、

三
〇

五
〇

及
び
最

的
酸
素
要

三
五

七
〇

〇
〇

二
〇

大
の
値

求
量
（
Ｂ

〇

〇

〇

〇

Ｏ
Ｄ
）
（

単
位

㎎

Ｂ
施
設

一
、

二
、

三
〇

五
〇

一
、

一
、

三
〇

五
〇

／
ç
）

九
〇

五
〇

二
〇

四
〇

〇

〇

〇

〇

化
学
的
酸

Ａ
施
設

九
〇

一
、

三
〇

五
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

素
要
求
量

〇

二
〇

〇

〇

（
Ｃ
Ｏ
Ｄ

〇

）
（
単
位

㎎
／
ç

Ｂ
施
設

一
、

一
、

三
〇

五
〇

五
〇

六
〇

三
〇

五
〇

）

五
〇

八
〇

〇

〇

〇

〇

浮
遊
物
質

Ａ
施
設

七
五

九
〇

三
〇

五
〇

四
〇

六
〇

三
〇

五
〇

量
（
Ｓ
Ｓ

〇

〇

〇

〇

）
（
単
位

㎎
／
ç

）

Ｂ
施
設

一
、

一
、

三
〇

五
〇

六
〇

八
〇

三
〇

五
〇

一
〇

三
〇

〇

〇

〇

〇



窒
素
含
有

Ａ
施
設

三
四

四
〇

二
〇

二
五

八
七

一
〇

二
〇

二
五

量
（
単
位

〇

〇

〇

㎎
／
ç

）

Ｂ
施
設

三
五

四
〇

二
〇

二
五

一
〇

一
二

二
〇

二
五

〇

〇

〇

〇

り
ん
含
有

Ａ
施
設

一
八

二
五

二
・

三
・

一
〇

一
五

二
・

三
・

量
（
単
位

五

〇

五

〇

㎎
／
ç

）

Ｂ
施
設

一
八

二
五

二
・

三
・

一
五

二
〇

二
・

三
・

五

〇

五

〇

ノ
ル
マ
ル

Ａ
施
設

九
〇

一
三

二
・

三
・

一
六

一
八

二
・

三
・

ヘ
キ
サ
ン

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

抽
出
物
質

含
有
量
（

Ｂ
施
設

一
五

一
八

二
・

三
・

二
〇

二
五

二
・

三
・

単
位

㎎

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

／
ç
）

汚
水
等
の
処
理
施
設

Ａ
施
設

一
一

一
四

一
一

一
四

二
八

三
〇

二
八

三
〇

に
よ
る
処
理
前
及
び

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

処
理
後
の
汚
水
等
の

一
日
当
た
り
の
通
常

Ｂ
施
設

三
七

四
三

三
七

四
三

五
七

六
〇

五
七

六
〇

の
量
及
び
最
大
の
量

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（
単
位

㎥
）

別
表
第
三

変

更

前

変

更

後



項

目

通

常

最

大

通

常

最

大

排
水
口

水
素
イ
オ
ン
濃
度
（

六
・
五
～
七

六
・
五
～
七

（
二
）

水
素
指
数
）

・
五

・
五

の
排
出

水
の
汚

生
物
化
学
的
酸
素
要

〇
・
五

〇
・
八

染
状
態

求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
（

単
位

㎎
／
ç
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

〇
・
五

〇
・
八

（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
（
単
位

㎎
／
ç
）

浮
遊
物
質
量
（
Ｓ
Ｓ

〇
・
五

〇
・
八

）
（
単
位

㎎
／
ç

）窒
素
含
有
量
（
単
位

〇
・
〇
二

〇
・
〇
三

㎎
／
ç
）

り
ん
含
有
量
（
単
位

〇
・
〇
一

〇
・
〇
一
五

㎎
／
ç
）

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

〇
・
一

〇
・
一
五

抽
出
物
質
含
有
量
（

単
位

㎎
／
ç
）

大
腸
菌
数
（
単
位

〇

〇

Ｍ
Ｐ
Ｎ
／
一
〇
〇
㎖



）

排
出
水
の
量
（
単
位

排
水
口

四
八
〇

五
七
〇

八
五
〇

九
〇
〇

㎥
／
日
）

（
一
）

排
水
口

一
〇
〇

一
一
〇

（
二
）
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